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収支内訳書や医療費明細書は事前に作成してご持参ください。
事前に作成をしていない場合、申告受付をお断りする場合があります。

問税務課市民税Ｇ　☎ 029‐298‐1111

確定申告・住民税申告
申告受付は事前予約が必要です

※最終日（令和５年３月15日）は正午まで　（最終予約時間：午前11時40分）
（最終予約時間：午後３時40分）午前９時～正午、午後１時～４時時間

市中央公民館　大会議室場所

２月16日木～３月15日水
平日の日中に来られないかたの休日申告日 ３月５日日

期間

※�土・日曜日、祝日
を除く

令和5年

1月18日水 午前９時 ～ 3月15日水 午前10時30分予約受付期間 令和５年

予約枠１つにつき、１人分の予約
ができます。同じ世帯で２人以上
の申告を行う場合は、連続する時
間帯をご予約ください。

9：00 ～ ◀妻の予約
9：20 ～ ◀夫の予約

9：00 ～ ９：00 ～
▲妻の予約 ▲夫の予約

※土・日曜日、祝日を除く
※�受付開始当初や休日明けは電話がつながりにくくなる
ことが予想されます。しばらく経ってからお掛けなお
しいただくか、可能な限りWEB予約にご協力ください。

申告受付予約コールセンター

☎029‐212‐7080
午前 9時～午後 5時受付時間

電話

専用予約フォーム
市ホームページ内

暮らし・手続き＞暮らし＞市税＞申告
＞申告受付予約のご案内

ＷＥＢ

予約方法 WEBまたは電話でご予約ください。税務課への電話や窓口では予約できません。

同時刻の２枠で予約

連続する２枠で予約

ご注意

（例）�夫婦２人分を予約したい場合

土地、建物の譲渡所得がある（収用を除く）
住宅借入金等特別控除（１年目）を受ける
青色申告および損失の繰越をする
令和４年分以外の所得税の確定申告をする

株式などの譲渡所得・配当所得がある
先物取引に係る雑所得などがある
暗号資産に係る雑所得などがある

こんなときは太田税務署へ 問太田税務署　〒 313‐8686　常陸太田市金井町3662　
☎ 0294‐72‐2171（自動音声案内）※予約制となっています。
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ご自身が申告する必要があるか、目安としてご利用ください。納め過ぎ
た所得税の還付を受けたいときは、以下に関わらず確定申告が必要です。申告フローチャート

�◆�収入なし、非課税収入のみのかたで申告が不要のかたでも、次の
ときは申告が必要な場合があります。
　◦児童手当・就学援助・公営住宅入居などの手続きをするとき
　◦�課税（所得）証明書などが必要なとき

◆�国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険に加入しているかた
は、申告することで保険料の軽減を受けられる場合があります。

ただし、次のことを
ご確認ください。

主に給与

ご家族などの税法上の扶養
に入っている
※�社会保険の扶養とは異なり
ます。ご注意ください。

非課税収入のみ
（遺族年金・障害年金など）

収入なし

必要

主に年金

年金収入額が400万円
以下で、年金収入以外
の所得が 20万円以下

医療費控除など、控除を追加したい

必要必要

必要不要

不要

令和４年中にどんな収入がありましたか？

令和５年１月１日現在、
那珂市に住んでいましたか？

令和５年１月１日に、
住民登録のある市区町村に
申告してください。

スタート

不要

事業所得（農業・営業など）、
不動産所得、
雑所得、一時所得

◦�給与収入が２千万円
を超える
◦��２か所以上から給与
所得があり、年末調
整が済んでいない

年末調整が済んで�
　　いて、内容に
　　　変更がない

年末調整が済んでいないかた
年末調整が済んでいて、医療費控除など
の控除を追加したいかた

２か所以上の給与所得があるかた
年金収入や副業などの雑所得があるかた
株式等の譲渡をされたかた（特定口座をお持ちのかた）

こんなあなたはスマホ申告 問太田税務署　☎ 0294‐72‐2171（自動音声案内）

※令和４年分確定申告から青色申告決算書・収支内訳書がスマホ専用画面でも作成可能になります。

�令和４年分は
令和５年１月
上旬公開予定
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矢羽根型路面表示の
設置を進めています

矢羽根型路面表示とは？

◦自転車を利用の皆さんへ

問 �政策企画課政策企画G　☎☎ 029‐298‐1111

　市では、自転車を快適に利用できる環境を創出するとともに、安心・安全に自転車を
利用できるよう計画的な自転車利用環境の整備を推進する一環として、道路への矢羽根
型路面表示の設置を進めています。

自転車安全利用五則

３ 夜間はライトを点灯

２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認

５ ヘルメットを着用

４ 飲酒運転は禁止

１ 車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先

※自転車の利用者が歩道を通行できる場合
　◦歩道に「普通自転車歩道通行可」の表示があるとき
　◦�13 歳未満のお子さんや 70 歳以上の高齢のかた、

身体に障がいがあるかたが運転しているとき
　◦安全な通行を確保するためにやむを得ないとき

◦矢羽根型路面表示の目的
①�自転車の利用者に、車道の左側通行を促す。
②�自動車のドライバーに、自転車の通行位置を知らせる。

◦自動車のドライバーの皆さんへ
　自動車も矢羽根型路面表示の上を通行できますが、自
転車を追い越すときは十分に距離をとり、左折時の巻き
込みに注意するなど、自転車の利用者に配慮した運転を
お願いします。

　矢羽根型路面表示は自転車優先の表示ではありません。
自転車を利用の際は、歩行者・自動車に十分注意すると
ともに、次の自転車安全利用五則の順守をお願いします。

　左のような色と形をした表示で、
自転車の通行すべき位置および方向
を示しています。
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我らがパラダイス
林真理子／著　毎日新聞出版／出版

　入居時 8,600万円の介護付き高級マンション

に勤める三人の女性たち。受付係の邦子はぼけ

が始まった父を、看護師の朝子は寝たきりに

なった母を、ダイニング係のさつきは父の死後

急激に老いはじめた母を、それぞれ抱え困窮し

ています。次第に追い詰められていく三人は、

ついにその格差に敢然と立ち向かいます。

　65歳以上の人口割合が全人口の21％を超え

た社会を「超高齢社会」と呼び、

日本は世界でも類を見ない超

高齢社会に突入しています。

少子高齢化・貧富の差など、

現在の日本が抱える社会問題

を提起したブラックコメディ

小説です。

夜明けのすべて
瀬尾まいこ／著　水鈴社／出版

　普段は穏やかな性格なのに月に一度の PMS

（月経前症候群）でイライラが抑えられない美

紗と、パニック障害になり日々発作の不安を抱

えながら生きる山添君。二人は、自分でもコン

トロールが難しく他人に理解されにくい病気の

せいで転職し、深い孤独を感じていました。

　しかし、そんな二人が転職先で出会い、お互

いの病気を知ることになります。相手を助け

たいと手を差し伸べ合う中で、

二人の中に前を向いて生きて

いく力が湧いてきて・・・。

　大切な人が孤独を感じてい

そうなとき、そっと寄り添い

たくなる物語です。

　市立図書館は、こどもから大人まで、すべての人の「知りたい」「学びたい」
を支援しています。新しい本や情報と出会う架け橋となるようさまざまなジャ
ンルの資料を収集していますので、気軽にお立ち寄りください。

市立図書館の楽しみ方

い ろ い ろ

問 �市立図書館　☎ 029‐352‐1177

　図書館では、OPAC（蔵書検索機）を５台設置しています。
　お探しの本について、当館での有無や貸出状況の照会
や気になるキーワードを入力して本の検索などをするこ
とができます。興味がある本との新たな出会いがあるか
もしれません。

　図書館には喫茶コーナーがあり、自動販売機が設置さ
れています。飲食もできますので、一息つきたいときな
どに利用してみてはいかがでしょうか。

※�状況により、利用を中止する場合があります。
※利用の際は感染症対策にご協力をお願いします。

▪Ｏ
オ ー パ ッ ク

ＰＡＣについて ▪喫茶コーナーについて
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　消費者ホットライン１８８は、お近くの消費生

活センターなどの消費生活相談窓口をご案内する

ことにより、消費生活相談の最初の一歩をお手伝

いするものです。

　消費者トラブルで困っていませんか？そんなと

きは一人で悩まず、全国どこからでもつながる消

費者ホットライン「局番なしの３桁 ☎１８８（い
やや！）」にご相談ください。専門の相談員がト
ラブル解決のお手伝いをします。

消費者
ホットライン

１８８
を知っていますか？

※�生命・身体に重大な危害を受けた場合、またはその危機が
切迫している場合などは、警察・消防にご連絡ください。

▪相談できる内容（例）

契約に関する事業者とのトラブル

挿絵

悪質商法・訪問販売・通信販売な
どにおける事業者とのトラブル

製品・食品やサービスによる事故

�産地偽装、虚偽広告などの不適切
な表示に伴う事業者とのトラブル

消費生活センタ―通信
問 �市消費生活センター　☎ 029‐298‐1111

　マルチ商法（ネットワークビジネス）は、ビジネ
スに参加した人が勧誘者となって紹介料などの報
酬を得ることで、連鎖的に参加者を広げていく取
引です。実際に儲かるのは上層部だけで、多くの
会員は利益が出ないことが多いようです。

マルチ商法に
気を付けて

紹介すると、加害者になってしまうかも

「必ず儲かる」「簡単に稼げる」は信じないで

　「友人を紹介するだけ」「意識の高い人だけが成
功する」などと甘い言葉で誘われたら、「必要ない」
とはっきり断りましょう。「お金がない」と断っ
ても、「借金すればいい」などと、断る理由を封
じられ、強引に契約を迫られます。

アドバイス

◦�同級生や先輩からの勧誘は断りにくいですが、少し
でも怪しいと思ったらはっきり断りましょう。

◦�簡単に儲かることばかり強調される場合は疑いま
しょう。

◦�儲かる仕組みがよく分からない
話には安易に乗らないようにし
ましょう。

◦�連絡先が不明のため解約や返金
の交渉が困難な場合があります。

断り切れずに契約してしまったら…

　契約書を受け取った日（商品の引渡しが後である場
合は、その日）から 20日間は、クーリング・オフ（無
条件契約解除）ができます。ほかにも状況により解決
できる場合がありますので、まずはご相談ください。

　利益を得るためには、次はあなたが友人や知人
を勧誘することになります。結果、あなたも友人
も借金を抱えることになったり、大切な友情が失
われたりする可能性があります。

一人で悩まず、まずは相談
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　急な病気やケガをしたときに、緊急に治療を受けることができるのが救急医療です。
しかし、救急医療に軽症や緊急性が低い患者が集中すると、医療従事者が疲弊したり、
緊急に治療が必要な患者への対応が遅れたりする場合があります。安心して救急医療を
受けるために、皆さん一人ひとりが、救急医療を適正に受診することを心がけましょう。

救急医療は適正に受診しましょう

問 �健康推進課健康増進G　☎ 029‐270‐8071

　かかりつけ医は、健康に関することを相談できたり、必要なときには専門の医療機関に紹介してく
れる身近で頼りになる医師です。かかりつけ医をもつことで、普段はもちろん、もしものときも安心
して受診することができます。

通常の診療時間内にかかりつけ医などを受診しましょう

電話やインターネットで受診の目安をご相談ください

【電話による相談】

急な病気やケガへの相談や受診可能な医療
機関の案内を24時間365日行っています。

◦茨城子ども救急電話相談（14 歳以下）

☎ 050‐5445‐2856＃ ８ ０ ０ ０

☎050‐5445‐2856＃ ７ １ １ ９
◦茨城おとな救急電話相談（15 歳以上）

【インターネットによる相談】

症状を選択していくと、緊急度や対応
が表示されます。

◦全国版救急受診アプリ「Ｑ助」　

◦こどもの救急（生後1か月～６歳児）
診療時間外に医療機関を受診するかど
うか、判断の目安を提供しています。

急な病気やケガ！
すぐに受診が必要

スタート 救急車を呼ぶ

水戸市休日夜間診療所（☎ 029‐243‐8825）や、休日や夜間でも
受診できる医療機関を受診しましょう。

受診できる医療機関が分からないときは・・・

「茨城県救急医療情報システム」で検索できます。

慌てずに 119 番へ
連絡しましょう。

はい
重症や緊急
出血が止まらない、
意識がないなど

救急医療を適正に利用するには

救急受診確認チャート

◦�日中から症状があるときや症状が軽いときなどは、通常の診療時間内に受診しましょう。
◦�休日や夜間の急な病気やケガのときは、すぐに受診が必要なのか、翌日以降の受診で大丈夫なのかを
症状などから判断しましょう。自分で判断できない場合は、救急電話相談などを利用しましょう。

目安が
分からない

目安が
分からない
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

す
る
際
の
注
意
事
項

◆�

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、
各
記
事
の
問
合

せ
先
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
さ
れ
る
際

は
、主
催
者
な
ど
の
指
示
に
従
い
、

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆�

新
し
い
生
活
様
式
を
意
識
し
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

休日当番医

０１２０‐
２７１７１９

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

令
和
５
年
２
月
６
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

令
和
５
年
２
月
13
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

令
和
５
年
２
月
20
日
㈪

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

　
　
　

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り　

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る

か
た
、ま
た
は
そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の

あ
る
か
た
な
ど
の
日
常
生

活
・
家
族
関
係
・
人
間
関

係
の
悩
み
、
生
活
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員
、
知
的

障
が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員　

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
０
３
０
９

FAX
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
０
０
２�

不
妊
専
門
相
談

日
時
▼

◦
令
和
５
年
２
月
５
日
㈰
午
後
２
時
～
５
時

◦
令
和
５
年
２
月
16
日
㈭
午
後
５
時
30
分

～
８
時
30
分

◦
令
和
５
年
２
月
26
日
㈰
午
後
２
時
～
５
時

場
所
▼
県
三
の
丸
庁
舎
（
水
戸
市
三
の
丸

１
‐
５
‐
38
）　

相
談
員
▼
産
婦
人
科
・
泌
尿

器
科
医
師
、
助
産
師
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

※
相
談
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

※
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

�

�申
問
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
１
１
３
０

法
テ
ラ
ス
無
料
法
律
相
談

　

法
テ
ラ
ス
で
は
、
経
済
的
に
余
裕
の
な

い
か
た
が
法
的
ト
ラ
ブ
ル
（
刑
事
事
件
を

除
く
）
に
遭
っ
た
と
き
に
、
無
料
で
法
律

相
談
を
行
い
、
必
要
な
場
合
に
、
裁
判
費

用
や
弁
護
士
・
司
法
書
士
の
費
用
な
ど
の

立
て
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
誰
に
相

談
し
た
ら
い
い
？
」「
弁
護
士
な
ど
の
費

用
が
心
配
」「
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
」
な
ど
と
い
う
場
合
に
は
、
ま
ず

は
法
テ
ラ
ス
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
霊
感
商
法
や
高
額
献
金
な
ど
で

お
困
り
の
か
た
は
、霊
感
商
法
等
対
応
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
０
１
２
０
‐
０
０
５
９
３
１
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

問
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス

茨
城
）
茨
城
地
方
事
務
所

☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
１
７

相
続
登
記
相
談
会

日
時
▼
令
和
５
年
１
月
29
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時　

場
所
▼
水
戸
地
方
法
務
局
（
水

戸
市
北
見
町
１
‐
１
）　

内
容
▼
講
演「
相

続
登
記
の
義
務
化
と
登
記
手
続
に
つ
い

て
」、
相
続
登
記
個
別
相
談
会　

定
員
▼

30
人　

参
加
費
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電

話　

共
催
▼
茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会

�申
水
戸
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
５
１
３
０

問
茨
城
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

物
価
高
・
年
金
切
下
げ
・
も
う
限
界

苦
し
む
あ
な
た
を
助
け
た
い

日
時
▼
令
和
５
年
１
月
22
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

相
談
電
話
番
号
▼
☎
０
１
２
０
‐
０
５
２

‐
０
８
８
（
当
日
専
用
）　

費
用
▼
無
料

問
茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
０
２
９
９
‐
77
‐
５
０
０
７
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く
ら
し

介
護
長
寿
課
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す

い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド

　

協
賛
店
舗
で
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
料
金
割
引
な
ど

の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
か
た

　
介
護
マ
ー
ク

　

介
護
マ
ー
ク
は
、
介
護
を
す
る
か
た
を

周
囲
に
温
か
く
見
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
介
護
を
す
る
か
た
の
精
神
的
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
外
出
先

で
ト
イ
レ
に
付
き
添
う
と

き
や
、
周
囲
に
介
護
し
て

い
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
・
障
が

い
者
な
ど
を
介
護
す
る
か
た

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

◦
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

⚫
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
か
た

⚫
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
を

お
持
ち
の
か
た

内
容
▼
救
急
情
報
用
紙
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、

保
管
容
器

※
救
急
情
報
用
紙
に
は
、緊
急
時
に
迅
速
・

正
確
な
救
急
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

情
報
を
記
載
し
ま
す
。

※
救
急
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

持
ち
物
対
象
者
お
よ
び
申
請
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）

※
代
理
申
込
み
の
場
合
は
、代
理
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
青
燈
会
（
神
崎
・
菅
谷
地
区
）

　

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
２
８
８

◦
ゆ
た
か
園
（
五
台
・
戸
多
・
芳
野
地
区
）

　

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７

◦
ナ
ザ
レ
園
（
額
田
・
木
崎
・
瓜
連
地
区
）

　

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
４
０
５

※
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

の
場
合
は
、事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

老
朽
化
し
た

給
水
装
置
に
つ
い
て

　

宅
地
内
の
給
水
装
置
（
水
道
管
、
量
水

器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
補
助
バ
ル
ブ
お
よ
び
止

水
栓
）
に
お
い
て
、
老
朽
化
に
伴
う
破
損

な
ど
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。　
　

　

宅
地
内
の
給
水
装
置
は
個
人
の
大
切
な

財
産
で
あ
り
、個
人
で
管
理
す
る
も
の
で
す
。

正
常
に
機
能
し
な
い
場
合
は
、
早
め
に
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
の
依
頼
を

お
願
い
し
ま
す
。（
費
用
は
個
人
負
担
）

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
名
簿
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
水
道
課
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
水
道
課
工
務
・
管
理
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

※

※

※補助バルブ、止水栓は建物内の漏水など
の修理時に重要な役割を果たす装置です。

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
水
が
凍
結
し
や
す
い
場
所
▼

◦
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
場
所

◦
北
向
き
で
日
陰
に
な
る
場
所

◦
屋
外
で
風
当
た
り
の
強
い
場
所

凍
結
を
防
止
す
る
方
法
▼

◦
露
出
し
て
い
る
水
道
管

は
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
な
ど

の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
る
。

◦
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
内
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
布
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
材
な
ど
を
入
れ
る
。

凍
結
し
た
と
き
▼

◦
自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
。

◦
水
道
管
に
布
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
る
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
損
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

破
損
し
た
と
き
▼
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の

補
助
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。（
費
用
は
個
人
負
担
）

※
補
助
バ
ル
ブ
が
正
常
に
機
能
し
な
い
と

き
も
同
様
で
す
。

※
破
損
箇
所
が
分
か
る
場
合
、布
か
テ
ー
プ

を
巻
き
つ
け
、応
急
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
名
簿
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
水
道
課
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

��

問�

水
道
課
工
務
・
管
理
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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徘
徊
高
齢
者
用
位
置

情
報
（GPS

）端
末
機

を
貸
与
し
ま
す

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
徘
徊
の
見
ら
れ
る
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族　

基
本
料
金
▼
月
額
５
５
０
円

※
位
置
情
報
提
供
料
金
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
、電
話
問
合
せ
）、
現
場
急
行
料
金

は
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※
支
払
い
は
口
座
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付　

持
ち
物
対
象

者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）、
金
融
機
関
の

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
と
そ
の
届
出
印

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

自
動
車
税
減
免
申
請
の
出
張
窓
口

日
時
▼
令
和
５
年
２
月
15
日
㈬
午
前
10
時

～
午
後
４
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
▼
市
役
所
（
本
庁
）
２
階
２
０
２
会

議
室　

対
象
者
▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か

た
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
か
た

※
新
車
・
中
古
車
新
規
登
録
に
係
る
減
免

や
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ

い
て
は
、
登
録
日
か
ら
30
日
以
内
に
管
轄

の
水
戸
ま
た
は
土
浦
県
税
事
務
所
自
動
車

税
分
室
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
は
該
当
要
件
に
よ
り
異
な
る

た
め
、
詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所
収
税
第
一
課

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
４

太
田
税
務
署

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・

贈
与
税
の
確
定
申
告

期
間
▼
令
和
５
年
２
月
16
日
㈭
～
３
月
15

日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

（
相
談
開
始　

午
前
９
時
）

※
受
付
の
終
了
時
間
が
早
ま
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場
所
▼
太
田
税
務
署
（
常
陸
太
田
市
金
井

町
３
６
６
２
）

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理

券
は
当
日
税
務
署
で
取
得
す
る
か
、
事
前

に
国
税
庁
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

発
行
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼

◦
令
和
５
年
２
月
19
日
㈰
・�

26
日
㈰
に
限

り
、
中
央
ビ
ル
４
階
（
水
戸
市
泉
町
２
‐

３
‐
２
）
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

◦
贈
与
税
の
申
告
相
談
は
、令
和
５
年
２

月
１
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

確
定
申
告
は

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で

　

確
定
申
告
会
場
に
出
向
か
な
く
て

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
か
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

読
取
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た

は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利

用
し
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
な
い
か
た
は
、
お
早
め
の
取
得
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
確
定
申
告
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
特
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク（
操
作
な
ど
に
つ
い
て
）

☎
０
５
７
０
‐
01
‐
５
９
０
１

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
確
定
申
告
会
場
に
お
い
て
、
基
本
的

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
申
告
書

を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
太
田
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
２
１
７
１

宿
北
交
差
点
点
滅
信
号
機
の

廃
止
に
つ
い
て

　

警
察
で
は
現
在
、
点
滅
信
号
機
の
廃
止

を
県
内
全
域
で
進
め
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
交
通
安
全
対
策
を
施
す
と
同
時

に
廃
止
す
る
方
針
で
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

廃
止
箇
所
▼
宿
北
交
差
点

廃
止
の
時
期
▼
令
和
５
年
度
中

廃
止
に
伴
う
交
通
安
全
対
策
▼

◦
一
時
停
止
の
標
識
の
設
置

◦
警
戒
看
板
の
設
置

◦
路
面
標
示

◦
交
差
点
マ
ー
ク
の
設
置

問
那
珂
警
察
署
交
通
課

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
０
１
１
０

常福寺常福寺

あまや座あまや座

宿北
交差点

瓜連地内

瓜連中央瓜連中央
医院医院
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催
し

令
和
４
年
度

原
子
力
施
設
見
学
会

日
時
▼
令
和
５
年
２
月
22
日
㈬
午
前
９
時

～
午
後
３
時　

集
合
場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）
玄
関
前　

見
学
場
所
▼
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機

構
那
珂
研
究
所
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱
東

海
第
二
発
電
所
・
東
海
テ
ラ
パ
ー
ク

対
象
者
▼
市
に
在
住
の
18
歳
以
上
の
か
た

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
さ
れ
て
い
る

か
た
は
安
全
上
の
観
点
か
ら
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

定
員
▼
30
人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
無
料
（
昼
食
を
含
む
）

持
ち
物
▼
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
も
の
）

申
込
方
法
▼
電
話　

申
込
期
間
▼
令
和
５
年
１
月
20
日
㈮
～
31

日
㈫

�申
問
防
災
課
原
子
力
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

障
が
い
者
を
理
解
す
る
研
修
会

日
時
▼
令
和
５
年
２
月
10
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ご
だ
い
多
目
的
室　

対
象
者
▼
市
内

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
か
た

内
容
▼

１
部

講
習
会

◦�

講
師　

武
田
登
美
代
氏
（
県
障
害
者
差

別
相
談
室
相
談
員
）

２
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◦�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

有
賀
絵
里
氏

（
（公社）
茨
城
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
）

◦�

パ
ネ
ラ
ー　

障
が
い
当
事
者
、
家
族
、

支
援
者

定
員
▼
会
場　
　
　
　

１
０
０
人

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン　
　
　

50
人

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

申
込
期
限
▼
令
和
５
年
１
月
27
日
㈮

※
当
日
は
、
会
場
の
み
手
話
通
訳
が
つ
き

ま
す
。

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
分
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
８
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
９
０

f-soudan@
naka-shakyo.net

◆期日　令和５年２月 23日㈭
◆時間　午前９時 30分～ 11時 30分
◆場所　市中央公民館講座室
◆対象者　�市に在住・在勤のかた
◆内容　�絵馬「平清盛と重盛父子」を中心に、平

家の公達や鎌倉殿と御家人たちの動きを

通して「もののふの道」や那珂市周辺に残

る関連史跡などを紹介します。

◆講師　仲田昭一（歴史民俗資料館学芸員）
◆定員　50人（先着順）　
◆参加費　無料
◆申込方法　郵送（往復はがき）、Ｅメール
※�①ライフカレッジ「鎌倉殿と平清盛」②氏名③住
所④電話番号⑤託児（200 円）希望の有無⑥勤

務先（市内に在勤のかた）を明記

※��メールの場合、申込み後３日以上たっても返信
がない場合にはお問い合わせください。

◆申込期間　令和５年１月 17日㈫～２月 16日㈭
�申問市中央公民館　☎０２９‐２９８‐５６８０
〒３１１‐０１１８　福田１８１９
kouminkan-kouza@city.naka.lg.jp

鎌倉殿と平清盛
～菅谷鹿島神社の「絵馬」が語る源平の合戦～

公民館講座　ライフカレッジ

那
珂
市
民
吹
奏
楽
団

第
６
回
定
期
演
奏
会

日
時
▼
令
和
５
年
１
月
22
日
㈰
午
後
１
時

30
分（
開
場　

午
後
１
時
）　

場
所
▼
総
合

セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
た
な
ば
た
、
春
の
猟
犬
、
美
空
ひ

ば
り
メ
ド
レ
ー
、
闘
牛
士
の
マ
ン
ボ
な
ど

入
場
料
▼
無
料　

後
援
▼
市
、市
教
育
委
員

会
、市
文
化
協
会
、那
珂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

問
市
文
化
協
会
器
楽
部
会
・
那
珂
市
民
吹

奏
楽
団

藤
田
☎
０
９
０
‐
６
７
０
７
‐
５
９
６
４

大
森
☎
０
９
０
‐
６
９
３
５
‐
９
８
６
７
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募
集

障
害
者
就
職
面
接
会

日
時
▼
令
和
５
年
２
月
14
日
㈫
午
後
１
時

～
３
時
30
分　

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

申
込
期
間
▼
令
和
５
年
１
月
10
日
㈫
～
２

月
10
日
㈮
（
予
定
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
専
門
相
談
部
門

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
２
２
１

◆日時　令和５年１月28日㈯
　　　　午前10時～ 11時 30分（荒天中止）

◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）
◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や
　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）

◆申込方法　申込みフォーム（市ホームページ内）
◆申込期間　令和５年１月 20日㈮～ 24日㈫
◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

１月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

精
神
保
健
福
祉
基
礎
講
座

日
時
▼
令
和
５
年
２
月
４
日
㈯
午
前
10
時

15
分
～
午
後
３
時
30
分　

場
所
▼
（福）
は
ま

ぎ
く
の
会　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

わ
り
２
階（
ひ
た
ち
な
か
市
馬
渡
５
５
８

‐
１
）　

定
員
▼
15
人

※
申
込
人
数
が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止

受
講
費
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
令
和
５
年
２
月
１
日
㈬

�申
問
（福）
は
ま
ぎ
く
の
会　

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ふ
わ
り

☎
０
２
９
‐
２
１
９
‐
８
１
５
５

※
書
類
選
考
の
結
果
、
希
望
以
外
の
職
種

で
面
接
を
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
▼
令
和
５
年
１
月
27
日
㈮
（
必

着
）

※
募
集
職
種
お
よ
び
募
集
人
数
、
業
務
内

容
、
報
酬
額
、
申
込
資
格
や
勤
務
条
件
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
総
務
課
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

�申
問
総
務
課
職
員
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

令
和
５
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員

募
集

任
用
期
間
▼
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
で
、最
長
１
年　

勤
務
形
態
▼
週
５
日
以
内
、原
則
１
日
７

時
間
以
内
の
勤
務　

休
日
▼
原
則
土
・
日

曜
日
、祝
日
お
よ
び
年
末
年
始（
12
月
29
日

～
１
月
３
日
）
休
暇
▼
週
の
勤
務
時
間
や

勤
務
日
数
に
応
じ
た
年
次
有
給
休
暇
、慶

弔
休
暇
、夏
季
休
暇
な
ど　

報
酬
▼
職
種
に
よ
り
異
な
る

※
勤
務
の
状
況
に
よ
り
、
期
末
手
当
、
時

間
外
勤
務
に
係
る
報
酬
や
通
勤
費
用
な
ど

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
支
給
日
は
毎
月
21
日（
日
給
・
時
給
の
場

合
は
翌
月
10
日
）

社
会
保
険
な
ど
▼
勤
務
時
間
や
日
数
に
よ

り
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
お
よ
び
雇

用
保
険
が
適
用　

労
災
保
険
▼
労
働
者
災
害
補
償
保
険
ま
た

は
市
公
務
災
害
補
償
制
度
の
い
ず
れ
か

（
勤
務
の
内
容
に
よ
り
異
な
る
）が
適
用

提
出
書
類
▼
那
珂
市
会
計
年
度
任
用
職
員

申
込
書（
履
歴
書
）

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市

役
所
（
本
庁
）
総
務
課
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
書
類
審
査
、
面
接
な
ど
の
選
考
を
実
施

し
ま
す
。

市
政
治
倫
理
審
査
会

委
員
募
集

　

政
治
倫
理
審
査
会
と
は
、
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
に
よ
る

政
治
倫
理
基
準
に
抵
触
す
る
行
為
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合

に
、
政
治
倫
理
確
立
の
た
め
必
要
な
事
項

の
調
査
、
審
査
な
ど
を
行
う
機
関
で
す
。

資
格
▼
選
挙
権
を
有
す
る
市
民

任
期
▼
令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年

３
月
31
日（
２
年
間
）　

募
集
人
数
▼
３
人



四
季
の
う
た

12 月 26 日号13

浅

野

と
し
子

連
衆
の
沈
思
黙
考
静
の
秋

髙

畠

久
美
子

肩
先
を
か
す
め
て
ゆ
き
ぬ
そ
ぞ
ろ
寒

藤

岡

み
ち
子

山
茶
花
や
祀
る
巳
の
神
手
を
合
は
す

筒

井

か
よ
子

枯
菊
を
束
ね
て
終
へ
る
庭
仕
事

松

井

愛

子

紅
葉
の
大
樹
の
下
で
深
こ
き
ゅ
う

松

井

晴

子

八
さ
い
の
た
ん
生
会
は
り
ん
ご
園

小

澤

佐

代

杉
の
実
落
つ
千
年
の
杜
佐
竹
本

海

野

美
恵
子

う
ろ
こ
雲
隣
り
町
ま
で
広
が
り
ぬ

雨

宮

文

枝

秋
う
ら
ら
明
日
香
乙
女
の
織
姫
像

宇
佐
美

和

子

歌
仙
絵
に
い
に
し
へ
偲
ぶ
暮
の
秋

椎

名

操

神
の
留
守
踵
で
下
る
男
坂

節

子

露
け
し
や
石
段
険
し
静
の
杜

松

井

那
珂
あ
せ
び
句
会

調
理
す
る
妻
の
姿
に
思
い
出
す
ベ
タ
ー
ホ
ー
ム
の
講
師
に
な
っ
た
日

海

野

宏

幸

祖
父
母
ら
は
蚕
を
飼
ふ
に
礼
を
し
て
お
水
あ
げ
ゐ
る
蚕
霊
の
棚
に

仲

沢

照

美

栗
の
実
は
毬
の
中
か
ら
飛
び
だ
し
て「
こ
ろ
り
こ
ろ
こ
ろ
」遊
び
だ
す
や
も

勝

代

大

森

来
年
の
収
穫
め
ざ
す
イ
チ
ゴ
苗
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
で
十
株
を
買
う

富

雄

熊

谷

誕
生
日
に「
な
つ
み
」と
つ
け
た
訳
を
問
う
四
十
歳
の
私
の
長
女

小
野
瀬

壽

和

子

水

藤

願
わ
く
ば
誰
も
が
自
由
を
意
識
せ
ず
自
由
に
暮
ら
す
日
が
く
る
よ
う
に

白
鳥
短
歌
会

提
出
書
類
▼

◦
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

応
募
理
由（
字
数
制
限
な
し
）を
記
入
し
た

書
面
（
様
式
不
問
）

◦
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
。
３
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
令
和
５
年
２
月
１
日
㈬

�申
問
総
務
課
総
務
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
９
４
４

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

◦
会
社
概
要
（
新
規
申
請
の
み
）

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

申
請
期
限
▼
令
和
５
年
１
月
18
日
㈬

�申
問
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
０
２

〒
３
１
１
‐
０
１
３
２

南
酒
出
４
３
３
‐
１

令
和
５
年
度

学
校
給
食
物
資
見
積

参
加
業
者
募
集

提
出
書
類
▼

◦
令
和
５
年
度
学
校
給
食
物
資
見
積
参
加

申
請
書

※
申
請
書
は
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

◦
食
品
の
製
造
・
販
売
・
営
業
等
の
許
可
、

認
可
等
を
必
要
と
す
る
と
き
は
こ
れ
を
受

け
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
写
し
可
）

◦
特
約
店
ま
た
は
代
理
店
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
証
明
す
る
書
類
（
写
し
可
）

◦
直
近（
１
年
以
内
）
食
品
衛
生
監
視
票

（
写
し
可
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
の
か
た
が
学
ん
で
い

ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類
▼

教
養
学
部

◦
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
）

◦
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

◦�

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
）

大
学
院

◦
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
）

◦
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

出
願
期
間
▼

◦
第
１
回　

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

◦
第
２
回　

令
和
５
年
３
月
１
日
㈬
～
14

日
㈫

問
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
８
３

（
小
学
五
年
）

（
小
学
二
年
）
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い
ぃ
那
珂
そ
だ
ち
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

　

11
月
8
日
、水
戸
駅
ビ
ル

エ
ク
セ
ル
本
館
6
階
で
、

「
い
ぃ
那
珂
そ
だ
ち
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
」
が
フ
ェ
ル
ミ

エ
那
珂
の
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
生
産
者
ブ
ー
ス
に
お
い

て
、
農
畜
産
物
の
紹
介
や
情

報
交
換
、
商
談
を
実
施
し
た

ほ
か
、
料
理
の
試
食
な
ど
も

行
い
、
那
珂
市
産
の
農
畜
産

物
を
多
く
の
か
た
に
P
R

し
ま
し
た
。

学
校
給
食
で
台
湾
バ
ナ
ナ

　

11
月
11
日
、
那
珂
市
と
ゆ
か

り
の
あ
る
台
湾
と
の
交
流
事
業

と
し
て
、
中
学
校
の
給
食
で
台

湾
バ
ナ
ナ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

今
回
の「
食
を
通
じ
た
交
流
」

は
、
生
徒
た
ち
が
台
湾
に
親
し

み
や
関
心
を
持
つ
国
際
教
育
の

機
会
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
先
﨑
市
長
も
生
徒

と
一
緒
に
給
食
の
時
間
を
過
ご

し
、
生
徒
は
「
も
ち
も
ち
し
て

い
て
、
と
て
も
甘
い
で
す
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
８
年
生
を
対
象
に
、

「
自
分
自
身
で
選
択
し
な
が
ら

生
き
る
」考
え
方
が
持
て
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
、ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
は
、
緑
桜
学
園
第

三
中
学
校
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
家
の
講
師
お
よ
び
前
例
の
な

い
生
き
方
を
選
択
し
た
女
性
の

体
験
談
な
ど
が
語
ら
れ
、
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
可
能
性

を
生
徒
に
身
近
な
こ
と
と
し
て

感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
講
座

原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施

協
ま
ち
・
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン

　

11
月
6
日
、
市
立
図
書
館
脇
両

宮
遊
歩
道
で
「
2
0
2
2
菅
☆

ま
ち
☆
カ
フ
ェ
」、
11
月
20
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
「
瓜

連
ふ
れ
あ
い
祭
」、
11
月
27
日
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い
で

「
五
台
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
飲

み
物
や
お
菓
子
を
楽
し
め
る
「
協

ま
ち
・
カ
フ
ェ
」
を
当
日
限
定
で

オ
ー
プ
ン
し
、
地
区
内
で
活
動
し

て
い
る
市
民
自
治
組
織
や
市
民
活

動
団
体
が
行
っ
て
い
る
活
動
の
様

子
を
ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
し
ま
し
た
。

まち那珂トピックス

　

11
月
20
日
、原
子
力
災
害
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
那
珂
市
で
震
度
6
弱
の

地
震
が
発
生
し
、
東
海
第
二
発
電
所

で
全
面
緊
急
事
態
に
至
る
と
い
う
想

定
の
も
と
、
災
害
対
策
本
部
運
営
、

住
民
情
報
伝
達
お
よ
び
即
時
避
難
区

域
に
お
住
ま
い
の
住
民
参
加
に
よ
る

避
難
先
自
治
体（
筑
西
市
）へ
の
広
域

避
難
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
訓
練
を
通
し
て
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
向
け
た
経
験
を
蓄
積
し
、

原
子
力
防
災
体
制
の
確
立
お
よ
び
現

在
策
定
中
の
「
那
珂
市
広
域
避
難
計

画
」
の
検
証
と
実
効
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

第一中学校の様子



Ｇ…グループ 　問… 問い合わせ
�申…申込・申請・応募・届出

…メール

●放射線量【12 月分】
　�市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

まちの動き 情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

那珂市公式ＳＮＳ

twitter
@naka_city

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

配信内容（選択式）

◦ 災害、防災または緊急
◦ 火災
◦ 防犯または不審者
◦ 健康
◦ 子育て
◦ 観光またはイベント
◦ 生活またはくらし
◦ 選挙
◦ その他

SNS でも市からの情報を配信して
います。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

LINE
那珂市役所

今号の表紙

　12 月３日に実施した「いぃ
那珂暮らし応援団オフ会」の様
子です。水戸農業高校で、生徒
に教えてもらいながらパウンド
ケーキとベーコンエピ作りを家
族で体験しました。 ○市県民税（普通徴収） ４期

○国民健康保険税（普通徴収） ７期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収） ７期

※�市税の納付には、便利で
確実な口座振替をご利用
ください。

納期限：１月 31日

１月の納税

問収納課収納 G　☎ 029‐298‐1111

企業版ふるさと納税による寄付

問政策企画課地方創生Ｇ　☎ 029‐298‐1111

▲ �左から、㈱ハートコーポレイショ
ン若林代表取締役、先﨑市長

企業版ふるさと納税の
概要についてはこちら▶

　㈱ハートコーポレイションから、企業
版ふるさと納税による寄付をいただきま
した。ご支援に対して、感謝の意を表す
るため、11 月 22 日、先﨑市長から感
謝状を贈りました。
　ご支援していただいた寄付金は、第２
期�「那珂市まち・ひと・しごと創生総合
戦略」に位置付けられている�、みんな
の笑顔を育てようプロジェクト（教育環
境の整備）に活用していきます。

　10 月 22 日、23 日、29 日に開催し
た茨城セキスイハイム杯第 42回茨城県
少年軟式野球選手権大会への協力のお
礼として、㈱茨城新聞社から、11月 22
日に寄付をいただきました。
　市では、いただいた寄付金を、なか
LuckyFM 公園施設の充実を図るために
有効活用します。　

問スポーツ推進室　☎ 029‐297‐0077

茨城新聞社が寄付

▲ �左から、㈱茨城新聞社岡﨑取締
役営業局長、先﨑市長

　市の花である「ひまわり」を取り入れ
た花壇整備において、素晴らしい成果
を上げている地域・団体・学校などを、
11月 23日に表彰しました。
　今年度から開始した当事業では、市長
賞をぬかだの子どもを守り支える会、副
市長賞を一の関西フラワーロード、教育
長賞を県立水戸農業高等学校課題研究草
花班が受賞しました。

問市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111▲市長賞 ▲副市長賞 ▲教育長賞

令和４年度那珂市いいな 花壇コンクール

12 月 26 日号15
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元 気 な 顔 ‼

GENKINAKA OH!!

髙橋 歩
ほ だ か

嵩さん 田尻 優
ゆ う ひ

陽さん

弓野 晴
は る と

人さん濱口 瑛
え い と

音さん大蔵 涼
りょうま

真さん

応募はこちらから♪
お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか。ご応募お待ちしています。

【応募内容】市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】ＱＲコードを読み込んで、お気に入りの一枚を送付してください。

小澤 海
か い と

音さん

発
行
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‐
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☎
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9‐
29

8‐
11

11

COVID‐
19

ワクチン 新型コロナワクチン接種について
●  那珂市ワクチン接種コールセンター

0120‐056‐728
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

土・日曜日、祝日も実施

（12 月 29 日～１月３日を除く）

耳の不自由なかた専用のＦＡＸ番号

029‐212‐3533

●  ＷＥＢ

https://www.city.naka.lg.jp/
page/dir008009.html

　現在、オミクロン株対応ワクチンの接種を実
施しています。対象者は、初回接種（１・２回目）
が完了し前回接種から３か月※以上が経過した
12 歳以上のかたです。すでに接種券をお持ち
のかたは、そのまま使用できます。お持ちでな
いかたは、順次対象となる時期に発送します。
　詳細は、那珂市ワクチン接種コールセンター
にお問い合わせください。

12 月 15 日現在の情報を掲載しています。

※追加接種の間隔が５か月から３か月に変更になり

　ました。


